
１１．有用林内植物栽培試験

(３)オオミスミソウ林内栽培試験（播種試験）
１）亀谷行雄・桃澤邦夫

〔目的〕

前項（２）オオミスミソウ林内栽培試験（成株移植試験）と同じ目的で試験を行った。本試験で

は、オオミスミソウの林内粗放栽培として、林内に直接播種する試験を2000年度に引き続き 行２）

い、効率的な林地導入を図る。

〔方法〕

試験は、1996年５月に播種した①試験、1997年６月に播種した②試験の２つを実施しており、

その概要は、表－１に示すとおりである。①試験は当場日の出試験林内で自生地に類似した落

葉広葉樹二次林内に１㎡内外の試験区を隣接して５か所設定し（ａ１～ａ５）、1996年５月７日に１

か所当たり100粒ずつ直接林地へ播種した。なお、試験区は『成株移植試験』（Ａ）試験区と同一

林分内である。②試験は同上の試験林内と試験場の圃場で行った。試験区は林分内に４区（a,b,

d,e)、林縁陽光地に１区（ｇ）、試験場の圃場に１区（ｈ）をそれぞれ設定した。ａ、ｂ、ｄ、ｅの各試験

区では直接林地へ播種する方法とプラスティック鉢に播種して、その鉢を林地に置く方法をとっ

た。ｇ、ｈの試験区は鉢播きのみとした。播種床はそれぞれ３か所（３鉢）とし、1997年６月に１か所

当たり100粒ずつ播種した。2000年11月下旬に生重量、冬芽数、葉数を調査した。

〔結果〕

①試験では５試験区のうち１株しか残存していない試験区が２区（ａ１，ａ３）あった。最も多く残

存している試験区（ａ４，ａ５）でも５株しか残存していなかった。各試験区ごとに100粒播種したの

で、播種数に対する残存率は５％に過ぎない。②試験では試験区ａの林地に直播き区で１株も残

存していなかった。また、試験区ｂの林地に直播き区でも１株しか残存していなかった。これら、１

株以下しか残存していない試験区を除外して、１株当たりの生重量、冬芽数、葉数の３項目につ

いて各試験区ごとに平均値の差の検定を行った。そして、有意差５％での数値のグループ化を行

って試験区ごとにその多寡を検討した。１株当たりの平均生重量は、表－２のとおりであった。生

重量は、ａ４区で多く、ｄ区の直播き区で少なかった。他の試験区では、重量の多寡はなかった。１

株当たりの平均冬芽数は、試験区間に差はなかった（表－３）。１株当たりの葉数については、ａ４

区で多く、ｅ区の直播き区、ｄ区の直播き区、ｇ区で少なかった（表－４）。株の残存率が25％ある

試験区は、ｇ、ｈの２区のみであった。生重量、葉数で成績の良いａ４区の株残存率は５％と低かっ

た。このことから、林地に直に播種する方法は、効率的でなかった。ｇ，ｈ区のように照度が管理さ

れた場所での鉢播きによって、苗を成株に成るまで育苗してから、成株を植栽適地に移植する方

法が最も効率的である。
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